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学生の確保の見通し等を記載した書類 

［京都先端科学大学大学院 工学研究科 機械電気システム工学専攻］ 

 

 

本学では、工学研究科 機械電気システム工学専攻 博士課程前期・博士課程後期の設置に

あたり、学生確保の見通し、人材需要の動向及び社会のニーズを踏まえ、博士課程前期の入

学定員（15 人）、博士課程後期の入学定員（2 名）は妥当であると判断し、また、工学研究

科の修了生の進路確保にも問題はないと判断している。 

  

１ 学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況  

 

１－１ 学生の確保の見通し  

 

１－１－１ 定員充足の見込み 

入学定員設定の考え方として、全国の同系列の研究科への志願動向を踏まえるとともに、

周辺地域における同系列の研究科の状況（表１）から判断して、博士課程前期の入学定員を

15 人、博士課程後期の入学定員を 2 人とした。 

 

表１）周辺地域における同系列の研究科の入学定員 

  
博士課程前期 

（修士課程） 

博士課程後

期 

同志社大学 理工学研究科 機械工学 80 8 

立命館大学 理工学研究科 機械システム 140 11 

龍谷大学 理工学研究科 機械システム工学 25 3 

大阪工業大学 工学研究科 電気電子・機械工学 50 2 

大阪工業大学 
ロボティクス＆デザイン工学

研究科 

ロボティクス＆デザイン工学専

攻 
30 2 

近畿大学 総合理工学研究科 メカニックス系工学 25 2 

近畿大学 総合理工学研究科 エレクトロニクス系工学 30 2 

大阪電気通信大学 工学研究科 工学専攻 100 16 

 

 

工学分野の修士課程への進学率は、様々な分野の中で、理学分野の修士課程への進学率の

次に高い値（資料 1）を示しており、本学研究科が開設されれば、他の大学の学士課程修了

者を受け入れることも可能であり、また、本学の工学部が完成年度に達すれば、内部から進

学する学生を受け入れることができると考えられる。本学工学研究科は、基礎となる学部で
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ある工学部と同時開設（平成 32 年 4 月）を予定している。このため同時開設する工学部が

卒業生を出すまでの間は、内部進学する学生が存在していない。このため、平成 32 年度入

学の学生募集の対象は、他大学の学部卒業生、社会人、海外からの留学生等となる。 

 

さて、本学が平成 32 年 4 月に設置を計画している工学研究科機械電気システム工学専攻

（博士課程前期・博士課程後期）の学生確保について考える場合、学生確保の最も直接的な

根拠となるデータは、本学工学研究科が開設される平成 32 年 4 月に学部を卒業して大学院

に進学する予定の学部生、社会人、留学生の入学意向に関する調査データである。 

 

１－１－２ 他大学理工系学部在籍者に対するアンケート調査 

学部新卒者の学生確保の見通しについては、他大学理工系学部在籍者に対するアンケー

ト調査を用いて、博士課程前期、博士課程後期のそれぞれについて説明する。 

 

＜京都先端科学大学大学院工学研究科機械電気システム工学専攻に係る Web アンケート調

査結果概要＞ 

新研究科設置計画の実行にあたっては、実際の学生募集の対象としている学部新卒者や

博士課程前期・修士課程新修了者の新研究科新専攻に対するニーズについて、客観的データ

に基づいて認識しておく必要がある。そこで本学では、理工系分野を専攻する他大学在籍学

生等を対象とした Web アンケート調査を実施した。調査の概要と結果は以下の通りである。 

 

1．調査目的 

令和 2年 4月に開設を計画している京都先端科学大学大学院工学研究科機械電気シス

テム工学専攻に関して、他大学理工系学部在籍学生、他大学大学院理工系研究科博士課

程前期在籍学生、理工系高等専門学校在籍学生が期待する教育内容、進学希望等を本学

側が的確に把握し、今後の計画推進のための参考資料とすることを目的とする。 

 

2．調査対象と実施方法 

他大学理工系学部在籍学生、他大学大学院理工系研究科博士課程前期在籍学生、理工

系高等専門学校在籍学生を対象に、web アンケート調査を実施した。 

調査実施に際しては、本研究科専任教員候補者と親交のある他大学理工系学部・理工

系研究科教員、理工系高等専門学校教員に対して、教え子の学生に Web アンケート調査

への回答をしてもらうよう、協力の依頼を行った。学生にコンタクト可能な教員からア

ンケート回答フォームの Web サイトに至る URL を学生にメール配信をしてもらい、学生

から直接回答を得ることができた。調査実施時には、回答者に対して新研究科新専攻に

関する内容の周知を図る目的から、調査項目（資料 8）以外にリーフレット等を閲覧で

きる URL も参照可能な形態を取った。 
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3．実施時期 

令和元年 6月 27 日(木)から令和元年 7月 2日(火)にかけて調査を実施した。 

 

4．回収状況 

他大学理工系学部在籍学生、他大学大学院理工系研究科博士課程前期在籍学生、理工

系高等専門学校在籍学生を対象に、web アンケート調査を実施した結果、日本人学生 66

人、外国人留学生 7人の合計 73 人の学生から有効回答を得ることができた。 

 

5．調査結果（資料 8 Web アンケート調査結果 参照） 

 

5．1．回答者の性別〔問 1〕 

回答者に「性別」について伺ったところ、「男性」が 66 人、「女性」が 7 人、となっ

た。回答者の約 9 割以上が「男性」であることがわかった。 

 

5．2．在学学校の種類  

回答者の「問 4 在学大学名」「問 5 在学学部学科名」「問 6 在学大学院の専攻名」の

記載状況から、現在在学の学校種を判別すると、「学士課程（学部）在籍者」が 39 人、

「大学院博士課程前期・修士課程」が 32 人、「高等専門学校」が 2人となった。 

 

5．3．京都先端科学大学大学院工学研究科機械電気システム工学専攻への入学希望〔問 9〕 

学士課程（学部）と高等専門学校に在学する回答者 41 人に「京都先端科学大学大学院

工学研究科機械電気システム工学専攻への入学希望」について伺ったところ、「ぜひ入

学して学びたい」が日本人学生 7 人、外国人留学生 1 人の合計 8 人、「入学して学びた

い」が日本人学生のみで 17 人、「あまり入学して学びたいと思わない」が日本人学生の

みで 10 人、「まったく入学して学びたいと思わない」が日本人学生のみで 5 人、「自分

の専門分野と異なる為、学部に編入して学びたい」が日本人学生のみで 1人、となった。 

「ぜひ入学して学びたい」と「入学して学びたい」の合計は日本人学生 24 人、外国

人留学生 1 人の合計 25 人であり、同専攻の入学定員 15 人に照らせば、学士課程（学

部）と高等専門学校の在学者のみで約 1.7 倍の実数が得られた。 

 

5．4．京都先端科学大学大学院工学研究科機械電気システム工学専攻博士課程後期への入

学希望〔問 11〕 

大学院博士課程前期・修士課程に在学する回答者 32 人に「京都先端科学大学大学院

工学研究科機械電気システム工学専攻博士課程後期への入学希望」について伺ったとこ

ろ、「ぜひ入学して学びたい」が日本人学生のみで 2人、「入学して学びたい」が日本人
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学生 6 人、外国人留学生 2 人の合計 8 人、「あまり入学して学びたいと思わない」が日

本人学生 9 人、外国人留学生 2 人の合計 11 人、「まったく入学して学びたいと思わな

い」が日本人学生 7人、外国人留学生 2人の合計 9人、無回答が日本人学生のみで 2人、

となった。 

「ぜひ入学して学びたい」と「入学して学びたい」の合計は日本人学生 8人、外国人

留学生 2 人の合計 10 人であり、同専攻の入学定員 2 人に照らせば、大学院博士課程前

期・修士課程の在学者のみで 5.0 倍の実数が得られ、定員を満たす数値となった。 

 

以上のように、他大学の学部卒業生等について、本学の工学研究科博士課程前期、博士

課程後期に関して充分な数の入学希望者がいることが示された。これにより本学の工学研

究科博士課程前期・博士課程後期に関して、中長期的に学生確保の見通しがあることが示

された。 

 

１－１－３ 社会人に対する入学意向アンケート 

本学工学研究科 博士課程前期・博士課程後期 機械電気システム工学専攻への入学意向

を探るため、第 3 者機関である株式会社アンド・ディに委託し、企業に所属する社会人に対

して本学大学院工学研究科への入学意向を調査するアンケート（資料 2）を実施した。以下

にその概要と結果を述べる。 

 

＜調査概要＞ 

・実施期間： 平成 30 年 11 月 16 日（金）から 12 月 12 日（水） 

・調査対象： 近畿 2 府 3 県（京都府、大阪府、滋賀県、兵庫県、奈良県）の機械製造業 

の企業を中心とした 112 社の社員（750 人） 

 ・調査方法： 企業を経由してアンケート用紙（選択式及び記述回答式）を送付し、回答 

を依頼し、郵送により回収 

 ・回答方法： 調査票（資料 3）に添付したリーフレット（資料 4）を読み、回答 

 ・回答者数： 149 人 

 ・調査機関： 株式会社アンド・ディ（東京都港区） 

  

１－１－３－１ 博士課程前期への入学意向 

 750 人の社会人に対して、本学大学院工学研究科博士課程前期に対する入学意向を質問し

たところ、「ぜひ入学して学びたい」4 人、「入学して学びたい」46 人となった。（資料 2

の 10 ページ参照）「ぜひ入学して学びたい」と「入学して学びたい」とした入学希望者は

50 人（回答者全体の 34%）となり、博士課程前期の入学定員 15 人を上回っており、博士

課程前期の入学定員 15 人の学生を確保することが可能であると判断することができる。 

 アンケート用紙の入学意向の理由記述欄には、「ロボット制御分野で学習したが、本当の
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意味での先端的な技術に触れていたとは思えないので、機会があるのであれば学び直した

い」「学部では学ぶ事ができなかったより専門的な知識を学ぶ事ができ、研究・開発職に役

立てることができると考えたので」「先端の技術に触れることで今まで発想できなかった事

や更に深掘りした知識の取得をして次の世代の開発を夢見たい」等の最先端の教育・研究に 

対する期待・希望が表されており、入学意向の確かさが裏付けられた。 

 

１－１－３－２ 博士課程後期への入学意向 

 750 人の社会人に対して本学大学院工学研究科博士課程後期に対する入学意向を質問し

たところ、「ぜひ入学して学びたい」1 人、「入学して学びたい」15 人となった。（資料 2

の 11 ページ参照）「ぜひ入学して学びたい」と「入学して学びたい」とした入学希望者は

16 人（回答者全体の 11%）となり、博士課程後期の入学定員 2 人を上回っており、博士課

程後期の入学定員 2 人の学生を確保することが可能であると判断することができる。 

 アンケート用紙の入学意向の理由記述欄には、「専門的な知識が身につくから」「博士号

によるキャリアアップを狙えるから」「これからの産業分野を牽引していくような研究内容

が多いため」等の理由が挙げられ、入学意向の確かさが裏付けられた。 

 

１－１－３－３ 社会人の学生確保の見通し 

過去 5 年間の学校基本調査報告書を見ると、大学院工学分野の社会人の在籍状況は、次

の２つの表の通りであり、修士課程の社会人の割合は約 1.5％程度、博士課程の社会人の割

合は約 30％程度である。 

 

大学院工学分野修士課程の社会人（国公私計） 

 大学院修士課程 

学生数 内社会人 

H26 年度 (100.0) 66,541 (1.2) 842 

H27 年度 (100.0) 66,465 (1.4) 961 

H28 年度 (100.0) 65,890 (1.6) 1,060 

H29 年度 (100.0) 65,530 (1.7) 1,151 

H30 年度 (100.0) 66,857 (1.5) 1,038 

出典：文部科学省「学校基本調査報告書」 

 

大学院工学分野博士課程の社会人（国公私計） 

 

 

大学院博士課程 

学生数 内社会人 

H26 年度 (100.0) 13,297 (29.5) 3,926 

H27 年度 (100.0) 13,189 (29.1) 3,847 
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H28 年度 (100.0) 12,966 (29.9) 3,881 

H29 年度 (100.0) 12,690 (29.5) 3,755 

H30 年度 (100.0) 12,729 (30.3) 3,866 

出典：文部科学省「学校基本調査報告書」 

 

１－１－３－４ 同分野の他大学院における進学状況 

本学と同じ近畿に所在する 2 つの大学の工学分野の博士課程前期と博士課程後期の過去

5年間の社会人学生数を確認すると次の表の通りであり、両大学とも一定数の社会人学生を

受け入れている。 

 

同分野の他大学院における社会人学生数（各大学のホームページから） 

大阪工業大学 工学研究科 社会人学生数（人）    

 博士課程前期 博士課程後期 

H26 28 9 

H27 30 6 

H28 4 5 

H29 5 4 

H30 6 5 

     

同志社大学 理工学研究科 社会人学生数（人）   

 博士課程前期 博士課程後期 

H26 0 16 

H27 0 19 

H28 0 18 

H29 0 14 

H30 0 11 

 

今回設置を計画している工学研究科は、京都市内の地下鉄駅から徒歩 3分の交通至便な

場所に立地し、企業等に勤務しながら通学する社会人学生にとって、他大学の同分野の研

究科と比較して競争力を発揮できるものであり、学生確保が順調に進むものと判断してい

る。 

 

社会人学生の学生確保については、他大学の学部卒業生、外国人留学生と並んで学生募

集の対象である。本学が第 3者機関である株式会社アンド・ディに委託して実施した社会

人に対する本学大学院工学研究科への入学意向を調査するアンケートによって、本学が開

設を予定している工学研究科機械電気システム工学専攻（博士課程前期・博士課程後期）
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には、入学定員（博士課程前期 15人、博士課程後期 2人）を超える入学希望者があり、

充分な入学者が確保できる見通しである。 

また、本学の工学研究科の場合、海外に進出した日系企業に就職し、日本に留学して日本

の高等教育を受けることを渇望する海外の技術者の受け入れも想定しており、実際に国外

に事業所を有する企業の中堅技術者が入学の意思を表明しており、この点でも入学者を確

保できる見通しである。 

 

１－１－４ 外国人留学生の学生確保の見通し 

 

１－１－４－１ 学校基本調査 

過去 5年間の学校基本調査の大学院入学状況（専攻分野別、出身大学の設置者別）によ

れば、「外国の学校卒」の入学志願者が修士課程では入学志願者全体の約４％、博士課程

では入学志願者全体の約 14%を占めており、外国人留学生が一定の割合を占めている。 

学院工学分野修士課程の入学出身者の構成（国公私計）（入学志願者） 

  計  当該 

大学 

 他大学  外国の

学校卒 

 その他 

H26 (100.0) 42,091 (81.5) 34,338 (12.4) 5,261 (4.1) 1,758 (1.7) 734 

H27 (100.0) 41,218 (81.0) 33,411 (12.6) 5,232 (4.4) 1,845 (1.7) 730 

H28 (100.0) 40,087 (82.7) 33,184 (10.5) 4,245 (4.9) 1,995 (1.6) 663 

H29 (100.0) 40,611 (81.8) 33,259 (10.6) 4,309 (5.8) 2,370 (1.6) 673 

H30 (100.0) 40,901 (80.8) 33,051 (9.8) 4,047 (7.6) 3,146 (1.6) 657 

出典：文部科学省「学校基本調査報告書」 

 

大学院工学分野博士課程の入学出身者の構成（（国公私計））（入学志願者） 

  計  当該 

大学 

 他大学  外国の

学校卒 

 その他 

H26 (100.0) 2,985 (64.5) 1,927 (17.5) 524 (14.3) 428 (3.5) 106 

H27 (100.0) 3,032 (61.4) 1,862 (18.4) 558 (17.4) 529 (2.7) 83 

H28 (100.0) 2,834 (61.9) 1,757 (19.3) 549 (16.0) 454 (2.6) 74 

H29 (100.0) 2,669 (59.4) 1,588 (19.4) 520 (17.8) 476 (3.1) 85 

H30 (100.0) 2,867 (61.2) 1,755 (18.6) 536 (17.0) 489 (3.0) 87 

出典：文部科学省「学校基本調査報告書」 

 

１－１－４－２ 海外での説明会の状況 

外国人留学生について言えば、良質な留学生の確保に向けて、国際的に認められた留学エ

ージェントと提携して、既に海外での広報展開を進めており、海外の留学フェアで本学工学
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部・工学研究科に興味を抱き、本学のブースに立ち寄り、本学の説明を聞きに来た学生の数

は 2019 年 2 月から 2019 年 5 月までの 4 か月間だけでも約 470 名（スリランカ 150 名、

タイ 10 名、ブラジル 200 名、フィリピン 110 名）に上っており、実際に多数の入学希望の

留学生が存在している。 

 

海外での説明会の状況 

訪問年月 訪問国 訪問都市 フェア名 

あるいは学校名 

学生・生徒直接説明 

あるいはパンフ配布数 

2019 年 2 月 スリランカ コロンボ EDEX2019 学生 150 名 

2019 年 3 月 タイ バンコク BMI Agent Workshop エージェント：20 社 

学校訪問（インター）：3校 

学生：10 名 

2019 年 3 月 ブラジル サンパウロ BMI Agent Workshop 

BMI Intl School Forum 

BMI Expopo's 

エージェント：20 社 

カウンセラー：９校 

学生：200 名 

2019 年 5 月 フィリピン セブ 

マニラ 

Cebu International School 

Singapore school Cebu 

Bright Academy  

British School Manila 

AUG,study International 

エージェント：2社 

カウンセラー：2校 

学生 110 名 

2019 年 5 月 台湾 台北 Lincoln Consultants 

Franklin International 

Education 

Oh! Study 

エージェント：3名 

学生：なし 

 

 

１－１－５ 学生確保の見通し（まとめ） 

以上の通り、他大学理工系学部・研究科、高等専門学校在籍者に対する web アンケート

結果が示す通り新卒者等からの充分な志願者があった。社会人に関しても本学が第 3者機

関に委託して実施した入学意向調査の結果が示す通り、充分な入学希望者が存在してい

る。外国人留学生に関しても海外での説明会で多数の学生が関心を示している。 

 

本学の工学部が完成年度を経て卒業生を輩出するようになりはじめれば、本学工学部か

ら工学研究科博士課程前期に内部進学する者が現れる。 

学校基本調査のデータによれば、大学の卒業者数（関係学科別状況別）に対する工学分
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野の学士課程修了者の進学率は約 36%である。仮に、この進学率を本学の工学部に当ては

めれば、入学者定員の 200 人がそのまま卒業した場合、72 人の進学者が現れ、そのうち

の多くの者が本学工学研究科博士課程前期に内部進学することが見込める。 

 

工学分野の学部卒業生数と進学者数 

年度 卒業者数 卒業者のうち進学者数 進学者割合 

H26 86,684 人 31,375 人 （36.2） 

H27 85,976 人 31,176 人 （36.3） 

H28 85,958 人 31,273 人 （36.4） 

H29 87,542 人 32,051 人 （36.6） 

H30 87,835 人 31,878 人 （36.3） 

出典：文部科学省「学校基本調査報告書 関係学科別 状況別 卒業者数」 

 

これらのことから本学の設置を目指す工学研究科機械電気システム工学専攻（博士課程

前期、博士課程後期）には中長期的な学生確保の見通しがあるということができる。 

 

１－１－６ 学生納付金の設定と考え方 

 学生納付金の設定にあたっては、本学が私学であることから、完成年度での収支の均衡を

基本として、競合すると考えられる近隣の私立大学大学院工学研究科の平成 30 年度の学生

納付金（資料 5）を参考に、博士課程前期の入学初年度の学生納付金を 1,200,000 円（入学

金 200,000 円（初年度のみ）、授業料 650,000 円、施設設備費 150,000 円、実験実習費

200,000 円）と設定した。博士課程後期の入学初年度の学生納付金を 1,200,000 円（入学金

200,000 円（初年度のみ）、授業料 650,000 円、施設設備費 150,000 円、実験実習費 200,000

円）と設定した。 

 博士課程前期と博士課程後期の入学初年度の学生納付金 1,200,000 円は近隣の他の私立

大学大学院工学研究科の学生納付金に比べると同程度の金額となっており、本学が設置す

る工学研究科の学生募集に支障をきたすものではないと判断する。 

 

 

１－２ 学生確保に向けた具体的な取組状況 

 平成 30 年 11 月よりアンケート調査実施時に工学研究科の内容も収録した工学部・工学

研究科のリーフレットを作成し配布した。また、英文の大学院リーフレットを作成して海外

の学生に配布している。さらに、工学研究科の設置認可申請後は「設置申請中」と明記した

工学部の案内にも工学研究科の内容を盛り込んで、広報媒体として活用していく。また、大

学院案内にも工学研究科のページを設け学生募集に活用していく予定である。 

 大学の Web サイトに工学研究科のコンテンツを掲載し、理解促進を図る予定であり、マ
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ス広告として新聞広告等も活用していく予定である。 

 

 工学研究科は海外からの留学生も積極的に受け入れる計画である。良質な留学生の確保

に向けての施策として、信頼性の高い留学エージェントの活用を検討しており、国際的に認

められた団体に属している留学エージェントとの間で海外における PR 活動を進めている。

各留学エージェントが平成 32 年 9 月に工学研究科の留学生として日本に送り出すことが可

能と想定している留学生の数が報告されてきており（資料 6）、そこから判断して充分な数

の留学生が確保できるものと判断している。 

 

 

２ 人材需要の動向等社会の要請 

２－１ 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的 

 

２－１－１ 教育研究上の目的 

 機械分野と電気分野に跨る学際的な工学分野の専門的知識・学術・教養を兼ね備え、グロ

ーバル社会への関心と、次世代の電気機械システムに必須の専門領域の高度な知識を修得

し、さらに深化させることによって次世代の産業の創出と新たな価値の創出に貢献できる

技術者・研究者を育成する。 

 

２－１－２ 養成する人材 

＜工学研究科 博士課程前期 機械電気システム工学専攻＞ 

機械分野と電気分野に跨る学際的な工学分野の専門的知識・学術ならびに幅広い教養を

兼ね備え、グローバル社会への関心と幅広い教養を身に着けて、未来を展望できる人材の養

成を目的とする。 

 

＜工学研究科 博士課程後期 機械電気システム工学専攻＞ 

機械分野と電気分野に跨る学際的な工学分野の専門的知識・学術ならびに幅広い教養を

兼ね備え、グローバル化社会で活躍できる人材の養成を目的とする。 

 専門領域の高度な知識に加え、多様な学問分野の動向と社会ニーズを踏まえた社会的ニ

ーズの高い問題発見能力を有し、新しい概念を“創造”することによって次世代の産業の創

出と新たな価値の創出に貢献できる研究者を養成する。 

 

２－２ 上記２－１が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客

観的根拠 

 本学大学院工学研究科で学んだ学生の新卒採用での採用意向を、本学卒業生の採用実績

企業（214 社）と近畿 2 府 3 県（京都府、大阪府、滋賀県、兵庫県、奈良県）に所在する機
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械製造業の企業（786 社）の合計 1,000 社の人事採用担当者に対してアンケート調査（資料

7）を実施した。以下にその概要と結果を述べる。 

 

＜調査概要＞ 

・実施期間： 平成 30 年 10 月 22 日～平成 30 年 11 月 26 日 

・調査対象： 本学卒業生の採用実績がある企業 214 社、京都府、大阪府、滋賀県、奈良 

県、兵庫県に所在する機械製造業の企業 786 社、合計 1,000 社の人事採用 

担当者 

・調査方法： 一般企業・各種団体への郵送調査 

・回答方法： 調査票に添付したリーフレット（資料 4）を読み、回答 

・回答企業： 215 社 

・調査機関： 株式会社アンド・ディ（東京都港区） 

 

 当該アンケート調査において「設置構想中の『工学研究科機械電気システム工学専攻』で

学んだ学生の新卒採用についてどのようにお考えですか」という設問に対して、「採用対象

になる」と回答した企業は 133 社、「おそらく採用対象になる」と回答した企業は 23 社で

あり、この両者の合計 156 社（回答企業全体の 73%）が本学大学院工学研究科の修了生を

採用対象として見なしていることが分かった。（資料 7 の 10 ページ参照） 

 加えて、アンケート調査では各企業に本学工学研究科修了生の採用人数の記入を求め、採

用予定人数を総計したところ、博士課程前期の総採用予定人数は 270 人、博士課程後期の

総採用予定人数は 169 人となり、前期、後期いずれの課程においても入学定員を上回って

いる。 

  

以上により、京都先端科学大学大学院工学研究科 機械電気システム工学専攻（博士課程

前期・博士課程後期）の修了生に対する企業からの人材ニーズは高く、就職先についても十

分に確保されていることが明確になるとともに、上記２－１が社会的、地域的な人材需要の

動向等を踏まえたものであることが示された。 
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京都先端科学大学大学院 工学研究科 

機械電気システム工学専攻への入学に関するアンケート 
 

 

調査ご協力のお願い 
 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、京都学園大学（2019 年 4 月に京都先端科学大学へ大学名変更）は、2020 年 4 月に工学部ならび

に工学研究科を設置構想中です。 

 そこで、このたびの設置計画をより充実させるために、皆さまから率直な意見をお聞きし、工学部・工学

研究科新設の参考にさせていただきたいと思い、アンケートを実施することとなりました。 

ご回答内容についてはコンピュータで処理され、他の目的で個人情報を使用することはございません。 

業務ご多用の折、大変お手数ではございますが、アンケート用紙をお送りさせていただきましたので、 

本調査の主旨をご理解の上、何卒ご協力いただきたくお願い申し上げます。 

敬具 

2018 年 11 月 

学校法人京都学園 
 

 

●調査回答の謝礼 締切日までにご回答いただいた方 
 全員に謝礼（QUO カード 500円分）をお送りいたします。 
 

    ●調査締切日 2018 年 12月 10 日（月）：当日消印有効 
    ※同封の返信用封筒（切手不要）にてご投函ください。 

 

 

謝礼をお送りする際に必要となりますので、下欄へのご記入をお願いいたします。 

 

謝礼不要の場合、 

右欄に○印をお願いします→ 

 

 

お名前 
 

貴社名 
 

謝礼 

送付用 

ご住所 

〒   - 
 

電話         （        ） 

 
※本調査の実施は、所定の契約を結んだ上、次の調査会社に業務委託しております。 

＜調査内容・記入方法に関するお問い合わせ＞ 
株式会社アンド・ディ 調査担当：高石・石河  
（社団法人日本マーケティング・リサーチ協会 正会員 No.20143） 
〒105-0004 東京都港区新橋 6-9-6 12 東洋海事ビル 5F  TEL：03-5408-6555  FAX：03-5408-6551 

 
■本件に関するお問い合わせ 

学校法人京都学園 工学部設置準備室 担当：高橋  〒615-8577 京都市右京区山ノ内五反田町 18 

E-mail: secchi@kyotogakuen.ac.jp TEL：075-406-9211 

 

資料３ 

mailto:secchi@kyotogakuen.ac.jp
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Ｆ１．性別 （ひとつに○）                        Ｆ2．年齢   
 

1．男性 2．女性              歳 
  

Ｆ3．現在のお住まい （ひとつに○）  

1．京都 2．大阪 3．兵庫 4．滋賀   5．奈良 6. 和歌山  

7．その他都道府県 （               ） 

 

Ｆ4．現在勤務されている会社における入社歴を教えてください。 

                                                       年目 
 
Ｆ5．最終学歴とその学校名を教えてください。（ひとつに○）  
 

1．高校卒 2．短大卒 3．大学卒 4．大学院（修士）卒 

5．大学院（博士）卒 6. 専門学校卒 7．その他（              ） 

 

         ご卒業校名 

 

 

Ｆ6．現在の職種を教えてください。（ひとつに○）  
 

1．総務・法務・人事・広報関連職 2．財務・経理関連職 

3．企画・マーケティング関連職 4．その他事務系職 

5．営業職 6．設計・生産技術 7．ＩＴエンジニア 

8．電気、電子、機械系技術・研究 9．素材、食品、メディカル系技術・研究 

10．建築、土木系技術・研究 11．その他の技術・研究 

12．その他（                      ）   

 

Ｆ7．現在の役職に近いものをお選びください。（ひとつに○） 
 

1．社長・役員クラス  

2．部長クラスの管理職  3．部長クラスと同待遇の専門職 

4．課長クラスの管理職  5．課長クラスと同待遇の専門職 

6．係長・主任クラスの管理職 7．係長・主任クラスと同待遇の専門職 

8．その他役職（                       ） 

9．役職にはついていない 

 

Ｆ8．あなたは、社会人になってからどのような方法で、「学んだり・勉強したり」したことがありますか。    

ご利用になったことがあるものをすべてお選びください。（いくつでも○） 
 

1．大学・短大に通った  2．大学院に通った 

3．専門学校に通った  4．テレビやラジオ、インターネットの講座で学んだ 

5．通信教育で学んだ  6．民間のスクールに通った 

7．関連する書籍を購入して独学した 8.その他（                       ）      

9．社会人になってから、学んだり勉強したことはない 

 

 

はじめに、あなたご自身のことについてお聞きします。 
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Ｆ9．今後、社会人として何かを「学ぶ（学び直しをする）」ということについて、どのようにお考えになりますか。

あなたのお気持ちに近いものをお選びください。※学ぶ内容・テーマ、方法は問いません。 
 

1．とても必要性を感じる  2．ある程度必要性を感じる 

3．あまり必要性を感じない  4．まったく必要性を感じない 
 

SＦ．Ｆ9 のようにお考えの理由を教えてください。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

Ｑ1．『京都先端科学大学大学院 工学研究科機械電気システム工学専攻』について 

（Ａ）魅力的だと思う項目について、番号に〇をつけてください。（いくつでも○） 

（Ｂ）「他にはない」特徴だと思う項目について、番号に〇をつけてください。（いくつでも〇） 
 
 

「京都先端科学大学大学院 工学研究科機械電気システム工学専攻」の特徴 
（Ａ） 

魅力的 

（Ｂ） 

他にはない 

1 京都先端科学大学大学院 という新しい校名になること 1 1 

2 キャンパスの立地 （地下鉄太秦天神川駅より徒歩３分） 2 2 

3 
最先端の研究設備を備えた研究環境での ORT（on the Research 

Training） 
3 3 

4 
次世代の産業の創出と新たな価値の創出に貢献できる高度な専門知識

を有した技術者・研究者の育成を目指していること 
4 4 

5 研究対象となる学問分野の内容（広義のメカトロニクス分野） 5 5 

6 関連する産業応用分野の内容 6 6 

7 
グローバルに活躍する国際色あふれる教授陣による研究指導が受けら

れること 
7 7 

8 大学院の研究テーマ（例）の内容 8 8 

 

次のページにお進みください 

ここからは、2020 年 4 月に設置構想中の 

京都先端科学大学 大学院 工学研究科についてお聞きします。 

同封の『工学部・工学研究科 紹介リーフレット』をご覧いただきながら、お答えください。 

 



 

4 

 

Ｑ2．設置構想中の『大学院 工学研究科機械電気システム工学専攻』で学ぶことについてどのようにお考

えですか。あなたのお気持ちに最も近いものをお選びください。（それぞれひとつに○） 

   ※現在の勤務状況等による事情は含まず、「希望すれば学ぶことが可能な状況である」場合のお気持

ちをお答えください。 
 

＜1．大学院 工学研究科 機械電気システム工学専攻（前期課程）＞について 
 

1．ぜひ入学して学びたい   2．入学して学びたい   

3．あまり入学して学びたいと思わない   4．まったく入学して学びたいと思わない 
 

5．自分の専門分野と異なる為、学部に編入して学びたい 
 

SＱ1．Ｑ2-1 のようにお考えの理由を教えてください。 

 

 
 
 
 

＜2．大学院 工学研究科 機械電気システム工学専攻（後期課程）＞について  

※後期課程については、修士卒の方のみお答えください。 
 

1．ぜひ入学して学びたい   2．入学して学びたい   

3．あまり入学して学びたいと思わない   4．まったく入学して学びたいと思わない 
 

SＱ1．Ｑ2-2 のようにお考えの理由を教えてください。 

 

 

 

 

Ｑ3．生まれ変わる「京都先端科学技術大学」に対するご意見・ご要望がございましたら、ご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

質問はこれで終了です。 長時間ご協力いただきまして誠にありがとうございました。 







添付省略 
 
 
１．書類等の題名 

（資料 ５）近隣の私立大学大学院 工学研究科の初年度（1 年次）の学費 
 
 
２．出典 

日本私立大学団体連合会 
 
 
３. 引用元 

「学生納付金等調査（平成 30 年 6 月）」 
 
 
４．説明 

「学生納付金等調査（平成 30 年 6 月）」（発行：日本私立大学団体連合会）より、近畿
圏私立大学大学院 工学系研究科（博士課程前期、博士課程後期）の初年度納付金を抜
粋して掲載した。 

 



留学エージェント一覧

組織名称

貴機関を通じて京都先端科学
大学大学院の工学研究科に何
人の留学生が出願すると思わ
れますか？

政府認定を含む
認定ライセンス

所属するエージェント協会
名

1
HYPER LEARNING &

CONSULTANCY SOLE CO., LTD
0 NA BMI, British Council

2 Brillante Travel Services 10 students or more

We are accredited travel agency of

Philippine Department of Tourism.

We are also registered company

from Department of trade & Industry.

We are accredited education agent of

BMI.

We are also recognized marketing

agent of educo Global (a group of

3
Asiania International Consulting CO

LTD
1- 4 students

Member of Australian Thai Chamber

(Non profit Centre)
None

4
kapri Education and Immigration

Services Pvt. Ltd.
10 students or more

We are Government of India

Approved Licence Company.
British Council, BMI, IDP Australia

5
Naresy International Education

Consultant
1- 4 students

Our company is registered to the

Agency of One-Door Integrated

Service and Capital Investment of

Denpasar City, Bali. The registration

BMI

Pieoneer (One of the shortlisted

finalists for the Education Agency of

The Year Award in 2018)

6 Deow Vietnam 1- 4 students

- Business License

- Staff's Japanese certificates: BJT

J3, JLPT N2

- We are studying Consultant class

Japan Commission for the

Regulation of Overseas Services（J-

CROSS）

Associations	Japan Association of

7 Seven Education - 7Edu 0 students

We are a certified education agent in

Vietnam.

Our business registration number is:

0107726517

Our education consultants have

PIER certificates

8 QM STUDY OFFICE 1- 4 students BMI, ICEF

9
D S Study International (trading as

Study International)
1- 4 students N/A BMI ICEF

10

Mandarina Enterprise Sdn

Bhd (Trading as

Transnational Education)

5-9 students

usiness permit Translation

My CoID :1090970A

None

11 Able Academy 10 students or more

Government licensing to operate as a

agent is not required / applicable in

my region

ICEF, ALPHE, WEBA, BMI, NET,

ARCCOMS, Approved IELTS

registration centre of IDP Australia,

Professional partner of Pearson test

12 Dong Son Education 1- 4 students

We got licenses from Hanoi

Education Department, and

Department of Planning and

Investment for operating in consulting

British Council

13 Akane-Asia Consulting Co., Ltd. 5 -9 students No

14 Union Education 1- 4 students

Immigration Adviser Licences

NZ Immigration and Investment

Association

Australia and New Zealand

BMI, ICEF

15 overseas study hub ltd part

We are a member of New Zealand

Education, Study UK, ICEF, British

Council, BMI and Study Australia as

well as we are registered with the

BMI, ICEF, British Council, New

Zealand Education, Study UK and

Study Australia

資料６



組織名称

貴機関を通じて京都先端科学
大学大学院の工学研究科に何
人の留学生が出願すると思わ
れますか？

政府認定を含む
認定ライセンス

所属するエージェント協会
名

資料６

16
Pathfinders International Education

Pvt. Ltd
10 students or more WEBA, ICEF, St. ALPHE & BMI

17
Leadership And Management

Institute
5 -9 students

ACRA

MOE

Pearson

Nil

18 CMS (Pte) Ltd 1- 4 students

We are an established education

consultancy firm and have a long

term relationship with the Australian

High Commission, the New Zealand

Being a long established firm of

education consultants since 1982 we

are not required to register ourselves

under any of the associations

19
New Century Education and Services

Company Ltd.,
5 -9 students

Vietnam Business License in Study

Abroad
ICEF, BMI

20 EDULINE ACADEMY 10 students or more
Study aboard Advisory Certificate

from Department of Education.
BMI

21 GLOBAL STUDY ABROAD 1-4 students BRN: 200913000W
CEF, BRITISH COUNCIL

CERTIFIED COUNSELLOR

22 TravelWorks 1- 4 students
General State Registration Number:

1123668043730

TravelWorks is a member of ICEF,

WYSETC

23 Gled- Hey  1- 4 students

yes our RCF is ENI1408208ea

educaciﾃｳn nacional e internacional

sc

ICEF, AMTE

24 Do It Abroad 1- 4 students
Registration at the RCS : Number

827 714 668 R.C.S
ICEF
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